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１ はじめに 
   今年度の天草郡市は、西村隆夫会長（河浦中学校）のもと、２０校の保健体育担当者で研究

を進めてきた。今年度も天草の生徒が体育を好きになるように、また進んで楽しく体を動かし
ながら、結果的に体力が向上するように、体育の授業のあり方について考えてきた。特に今年
度は授業研究会や各校の校内研究における構想案検討等に力を入れ、様々な実践の紹介や情報
の共有等を行いながら、天草郡市中体研メンバーで協力しあってきたところである。 

 
２ 研究組織 
  会  長  西村 隆夫（河 浦） 
  理 事 長  永野 勝也（河 浦） 
  副理事長  山﨑竜太郎（大矢野） 
 
３ 活動状況 
６月  １日・・・年間計画立案等 
６月２７日・・・第１回体育研究委員会、研究の方向性等 
８月 ８日・・・教員採用試験学習会 
８月１９日・・・第１回授業研究会 
８月２９日・・・第２回授業研究会 
９月 ７日・・・第３回授業研究会 

１１月 ２日・・・第４回授業研究会、復講等 
１１月１６日・・・第５回授業研究会 
１１月１８日・・・熊本県学校体育研究発表大会 
 １月１１日・・・第６回授業研究会 
 １月１８日・・・第７回授業研究会 
１月２４日・・・第 2回体育研究委員会、体育部門授業研究会の役割分担・確認等 
２月 １日・・・第８回授業研究会 
２月 ７日・・・天草教育研究所体育部門授業研究会（倉岳町体育館） 
３月 ６日・・・第 3回体育研究委員会、年間反省等 

 
４ 研究テーマ 

天草郡市体育研究会研究テーマ 
「体育が好きで、進んで体を動かす生徒の育成」 

～単元デザインの工夫と個に応じた指導を目指して～ 

 
５ 研究の実際・・・研究授業及び授業研究会の取組から 
 

天草教育研究所「体育部門」授業研修会（２月７日 倉岳町体育館）      
 ○研究授業 第１学年 ネット型「バレーボール」 

                            授業者：天草市立倉岳中学校 山川 征九郎 教諭 
    ○研究会  
     ・授業研究会 

〈小中学校の共通課題による協議の柱〉 
（１）単元デザインの工夫について 

  子どもたちに達成感を味わわせるための単元のゴールを意識した単元 
デザインの工夫 

（２）個に応じた指導について 
     「できた」、「分かった」、「できそうだ」、「次の時間、またしたい」と 

いった思いを持たせるための指導・支援の工夫 
     ・指導及び助言 天草教育事務所 黒川雅弘 指導主事 



（１）単元デザインの工夫について 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
指導計画と評価計画 基礎的な技能の習得の徹底 単元のゴールを意識化 

 
（２）個に応じた指導について 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
個々の役割確認 動作の確認・個への支援 課題に応じたアドバイス 

 
（３）班別協議から 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（４）成果と課題 
   天草郡市中体研と小体研で話し合った小中共通実践事項を柱とした研修会を行った。また、

久し振りの参集型の体育部門研修会の実施となった。授業では、第１学年のネット型「バレー
ボール」で、ねらいを明確にしながら、課題を解決するためのゲームを取り入れる中で、主体
的・対話的に課題解決を行う生徒の姿が見られた。事後研修会でも、協議の柱を中心に活発な
意見交流がなされ、黒川指導主事からの指導助言もいただき、充実した研修となった。 

   小学校と中学校の合同研修は、双方の視点から学び合える貴重な機会と感じた。今後も、児
童生徒一人一人が「体育が好きだ」「もっとやりたい」「わくわくする」と感じる魅力ある体育
の授業づくりを目指し、天草全体の体育の発展につなげられるように、より一層の小中連携が
できるように努めていきたい。 

 
６ まとめ 
   今年度は多くの先生方と各校の校内研修の授業について考えたり、構想案について検討した

りしてきた。その中で、単元毎にそれぞれの先生方の専門性が活かされ、すぐ授業に使えるよ
うなアイディアを出し合うなど実りの多い時間となった。また、若手の教員と中堅、ベテラン
の教員とが触れ合い、情報交換の場とすることが出来た。次年度もさらに研究と修養を深め、
授業力向上のためにしっかり取り組んでいきたいと思う。 


